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青森県「岩木山」青森県「岩木山」

令和 ４年度自民党「予算・税制等に
関する政策懇談会」で日公連の主
張を述べる小松専務理事（左 ２人
目）、鈴木専門員（右隣）

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
と

不
思
議
と
何
か
し
ら
や
る

気
と
希
望
が
湧
い
て
く

る
。
し
か
し
こ
の
や
る
気

を
維
持
で
き
る
期
間
は
年

々
短
く
な
り
、
年
初
の
半

月
く
ら
い
で
消
え
失
せ
、

後
は
惰
性
で
過
ご
す
と
い

う
の
が
常
で
あ
る
●
幸
い

今
年
は
「
壬

み
ず
の
え

寅と
ら

」
で
大
変

強
運
の
年
と
言
わ
れ
、
何

事
に
も
好
奇
心
を
持
っ
て

前
向
き
に
進
め
ば
、
華
々

し
い
成
果
が
期
待
で
き
、

希
望
溢
れ
る
年
と
言
わ
れ

て
い
る
。
世
阿
弥
の「
初

心
忘
る
べ
か
ら
ず
」の
教

え
に
習
い
、
目
標
に
向
か

っ
て
幸
運
を
掴
ん
で
み
た

い
●
全
国
の
会
員
数
が
発

表
さ
れ
た
。
昨
年
比
一
万

人
弱
の
減
と
い
う
結
果
に

組
織
の
危
機
を
覚
え
る
。

か
つ
て
は
３７
万
人
も
い
た

会
員
が
今
で
は
１５
万
人

弱
。
退
職
し
て
ま
で
も
組

織
に
縛
ら
れ
た
く
な
い
な

ど
と
入
会
を
拒
ま
れ
る

が
、
安
定
し
た
生
活
の
根

幹
を
支
え
る
年
金
制
度
の

基
礎
作
り
は
、
７０
年
以
上

前
に
結
成
さ
れ
た
組
織
の

お
陰
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ま
い
●
強
運
の
本
年
、
日

公
連
５０
年
誌
を
紐
解
い
て

み
よ
う
。
先
達
の
退
公
連

結
成
の
熱
き
思
い
を
念
頭

に
活
動
す
れ
ば
、
き
っ
と

実
り
あ
る
良
き
年
と
な
る

に
ち
が
い
な
い
。�

（
Ｎ
）

年頭所感
「
人
生

「
人
生
１００１００
年
時
代
を

年
時
代
を

謳
歌
で
き
る
社
会
を
目
指
そ
う
」

謳
歌
で
き
る
社
会
を
目
指
そ
う
」

一
般
財
団
法
人
日
本
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
津
島
雄
二

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

行
動
制
限
で
年
が
明
け
ま

し
た
。
退
公
連
会
員
の
皆

様
及
び
ご
家
族
の
皆
様

は
、
お
健
や
か
に
越
年
さ

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
の
日

公
連
へ
の
ご
協
力
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
１
月
の
感

染
第
３
波
か
ら
８
月
の
第

５
波
に
至
る
ウ
イ
ル
ス
と

の
闘
い
が
続
き
ま
し
た
。

２
年
も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で

私
達
は
何
を
学
び
、
ど
ん

な
こ
と
に
気
付
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
何
か
い
い
こ

と
、
人
間
の
未
来
に
灯
り

を
と
も
す
よ
う
な
こ
と
、

人
の
温
か
み
を
感
じ
さ
せ

る
事
実
を
探
し
ま
し
た
。

　
神
戸
で
は
、
共
生
社
会

を
目
指
す
団
体
が
立
ち
上

っ
て
、
寄
付
金
を
募
り
、

コ
ロ
ナ
で
困
窮
す
る
人
た

ち
を
支
援
す
る
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
東
京
北
区
で
一
昨
年
の

一
斉
休
校
に
よ
る
学
習
の

遅
れ
を
心
配
し
た
高
校
生

が
、
当
地
の
団
体
と
協
力

し
て
、
経
済
的
に
恵
ま
れ

な
い
世
帯
の
小
中
学
生
を

対
象
に
「
自
分
た
ち
も
何

か
し
た
い
」
と
手
を
挙
げ

ま
し
た
。

　
五
輪
東
京
大
会
は
選
手

た
ち
の
活
躍
、
開
催
へ
の

感
謝
の
言
葉
と
共
に
、 

コ

ロ
ナ
と
の
共
存
を
強
い
ら

れ
る
世
界
の
人
々
に
大
き

な
希
望
や
自
信
を
与
え
ま

し
た
。
開
催
の
賛
否
両
論

が
渦
巻
く
中
で
、
日
本
が

何
を
貫
こ
う
と
し
た
か
歴

史
が
明
ら
か
に
す
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　
逆
境
に
強
い
の
は
、
お

客
が
信
頼
す
る
店
。
生
産

者
、
醸
造
家
、
従
業
員
等

店
を
支
え
る
人
た
ち
の
大

切
さ
に
気
付
い
た
シ
ェ
フ

が
い
る
店
で
あ
っ
た
と
い

う
情
報
が
あ
り
ま
す
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う

同
じ
危
機
に
直
面
し
な
が

ら
も
、
世
界
の
国
々
の
対

応
と
人
々
の
行
動
は
驚
く

ほ
ど
違
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
発
生

か
ら
２
年
も
経
つ
の
に
、

民
族
や
国
家
、
文
化
を
越

え
て
、
世
界
が
連
携
協
力

し
て
、
こ
の
事
態
に
対
処

し
よ
う
と
い
う
気
運
が
ま

だ
生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
中
で
先
の
事
例
に

は
、
人
を
思
う
心
、
つ
な

ぐ
行
動
、
社
会
に
生
起
す

る
事
態
を
冷
静
に
見
極
め

る
眼
差
し
の
萌
芽
が
見
え

ま
す
。

　
退
公
連
に
は
多
彩
な
知

見
と
行
動
に
向
か
う
意
志

が
あ
り
ま
す
。
会
員
の
方

々
が
そ
の
資
源
を
活
用
し

て
生
き
生
き
と
自
分
を
表

現
さ
れ
る
、
そ
し
て
地
域

が
元
気
に
な
る
。
こ
の
営

み
を
文
化
と
し
て
定
着
さ

せ
た
い
。

　
元
気
な
高
齢
者
が
子
育

て
を
手
伝
う
、
教
育
の
一

端
を
担
う
、
地
域
住
民
が

高
齢
世
帯
の
見
回
り
を
行

う
。
住
民
同
士
の
助
け
合

い
の
活
動
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
退
公
連
が
取
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
受
け
る
こ
と
に
執
着
し

す
ぎ
る
と
高
齢
者
の
役
割

で
あ
る
、
自
分
の
力
を
社

会
に
還
元
す
る
こ
と
を
忘

れ
が
ち
で
す
。
自
ら
の
心

と
体
に
負
荷
を
掛
け
て
、

人
々
が
１００
年
時
代
を
謳
歌

で
き
る
社
会
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
願
い
ま
す
。
そ

れ
は
日
公
連
の
先
人
の
期

待
に
応
え
る
こ
と
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

　
１１
月
２５
日
（
木
）
全
国

組
織
部
長
会
が
、
川
村
滋

・
栃
木
県
連
組
織
部
長
の

司
会
で
令
和
元
年
１１
月
２８

日
以
来
、
対
面
で
東
京
ガ

ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。

　
柳
本
副
会
長
の
挨
拶
に

続
い
て
会
務
報
告
で
、
小

松
専
務
理
事
が
厳
し
い
状

況
の
中
、
会
員
減
が
予
想

よ
り
少
な
か
っ
た
の
は
、

組
織
部
長
の
渾
身
の
指
揮

に
よ
る
と
の
感
謝
と
敬
意

を
表
し
、
日
公
連
と
し
て

の
想
い
を
滲
ま
せ
た
。

令
和
４
年
度

　
組
織
の
拡
充
計
画

鯨
岡
武
組
織
委
員
長

　
令
和
４
年
度
会
員
増
に

向
け
て
資
料
に
基
づ
い
て

配
慮
の
行
き
届
い
た
提
案

が
な
さ
れ
た
。

　
具
体
的
取
り
組
み
の
一

例
と
し
て
、
連
盟
の
原
点

に
回
帰
し
、
先
達
が
残
さ

れ
た
珠
玉
の
お
誘
い
の
言

葉
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

と
呼
び
か
け
た
。
磨
か
れ

た
言
葉
に
よ
る
訴
え
は
会

場
に
前
進
の
決
意
を
漲
ら

せ
た
。

講
話

「
２
０
４
０
年
問
題
と
は
」

鈴
木
日
出
男
専
門
員

　
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
高
齢

者
と
な
り
、
１
人
の
高
齢

者
を
１．５
人
の
現
役
世
代
が

支
え
る
生
産
年
齢
人
口
が

激
減
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑

み
、
公
的
年
金
制
度
、
社

会
保
障
給
付
の
見
直
し
等

の
動
向
に
注
視
し
必
要
な

要
望
行
動
を
と
る
。

事
例
発
表

１
人
の
仲
間
を
増
や
し
、

１
人
の
仲
間
を
守
る
支
部

活
動

　
愛
知
県
連
組
織
部
長

藤
田
興
治

　
毎
年
組
織
の
拡
充
・
強

化
・
活
性
化
の
方
策
に
つ

い
て
総
務
・
組
織
・
年
金

・
広
報
・
福
祉
・
女
性
・

警
職
・
高
校
部
会
が
会
員

名
簿
整
理
、
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

　
各
支
部
に「
組
織
部
」の

設
置
、各
年
代・各
職
種
の

役
員
登
用
を
促
し
、特
に
、

若
手
・
女
性
・
教
職
以
外

の
登
用
を
求
め
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
会
員
同

士
の
結
び
つ
き
に
工
夫
を

凝
ら
す
。
例
え
ば
○
会
員

を
結
ぶ
支
部
だ
よ
り
の
発

行
○
支
部
役
員
と
現
職
者

の
懇
親
会
○
組
織
拡
充
・

強
化
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

○
中
途
退
会
防
止
用
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
活
用

等
の
事
業
で
全
会
員
参
加

型
を
目
指
し
て
い
る
。

　
県
連
本
部
参
加
の
下
、

名
古
屋
・
尾
張
・
三
河
の

３
地
区
会
を
６
月
・
１０
月

に
定
例
化
し
、
支
部
の
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

課
題
の
取
り
組
み
を
議
論

す
る
。

　
今
、
退
公
連
の
年
来
の

実
績
を
新
退
職
者
に
伝
え

る
工
夫
と
努
力
が
求
め
ら

れ
る
。
会
員
一
人
ひ
と
り

の
組
織
拡
充
に
関
す
る
当

事
者
意
識
が
退
公
連
を
支

え
る
最
強
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を

信
じ
、
心
を
ひ
と
つ
に
前

へ
進
み
た
い
。

　
日
公
連
事
務
局
は
、
昨

年
１１
月
２６
日
（
金
）
自
民

党
本
部
で
開
か
れ
た
「
予

算
・
税
制
等
に
関
す
る
政

策
懇
談
会
」に
参
加
し
て
、

以
下
の
要
望
を
行
い
政
策

へ
の
反
映
を
求
め
た
。

　
会
員
の
皆
様
ご
存
知
の

よ
う
に
、
日
公
連
の
主
張

は
短
期
間
で
法
制
化
さ
れ

た
も
の
も
あ
れ
ば
、
６５
歳

定
年
制
の
よ
う
に
長
期
に

及
ぶ
事
項
も
あ
る
。
我
が

国
の
政
治
・
経
済
・
社
会

の
現
状
か
ら
将
来
を
展
望

し
て
要
望
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

一�

現
職
公
務
員
の
処
遇
の

改
善
、
有
為
な
人
材
の

社
会
の
労
働
力
確
保
の

た
め
高
齢
者
・
女
性
が

働
き
易
い
環
境
の
整
備

一�

我
が
国
の
少
子
化
問
題

へ
の
対
応
は
、
出
産
及

び
子
育
て
支
援
の
一
層

の
強
化

　�

派
遣
労
働
者
の
待
遇
改

善
を

一�

現
役
世
代
の
収
入
と
年

金
の
給
付
水
準
の
比
較

は
、
保
険
料
等
を
控
除

し
た
額
で
。
単
身
高
齢

世
帯
の
増
加
に
も
留
意

し
た
施
策
を

一�

後
期
高
齢
者
医
療
の
２

割
負
担
の
対
象
は
高
齢

者
の
生
活
実
態
を
踏
ま

え
慎
重
に

組
織
拡
充
の
活
力
は
当
事
者

意
識
か
ら�

全
国
組
織
部
長
会

日
公
連
の
主
張
を
制
度
改
革
へ

予
算・税
制
に
関
す
る
政
策
懇
談
会（
自
民
党
）

確
保

一�

公
的
年
金

等
社
会
保

障
給
付
財

源
は
、
安

定
し
た
雇

用
と
着
実

な
経
済
成

長
で
確
保

一�

超
高
齢
・

人
口
減
少
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●
お
支
払
い
は
商
品
お
届
け
時

の「
代
金
引
換
」の
み
と
な
り
ま

す
。送
料
は
６
６
０
円（
税
込
）

か
ら
。地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

１
０
、８
０
０
円（
税
込
）以
上
の
ご

注
文
は
無
料
。８
日
以
内
の
返
品
可
。

会
員
の
広
場 小学校音楽会で共に歌う

彩
色
さ
れ
た
双
体
道
祖
神

右「
２
代
目
双
体
道
祖
神
」

左「
お
顔
の
凹
凸
が
欠
け
た
道
祖
神
」 タオルを老健施設へ

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

新
藁
の
仄
か
な
匂
い
包
む
が
に

三
重
に
束
ね
て
し
め
縄
を
綯な

う

京
都
府
　
中
川
文
和

老
い
重
ね
い
づ
れ
か
一
人
残
る
身
を

互
ひ
に
触
れ
ず
庭
の
草
引
く

愛
知
県
　
鈴
木
昌
宏

手
の
甲
を
擡も

た

げ
て
巡
る
血
の
管
に

息
災
を
謝
し
畑
の
畝
打
つ

愛
知
県
　
熊
谷
満
義
　

ゆ
ず
風
呂
の
柚
子
と
暫
く
戯
れ
て

術
後
の
傷
跡
に
そ
っ
と
手
を
触
る

岐
阜
県
　
木
村
康
男

ふ
ぐ
鍋
の
世
話
役
忙
し
箸
つ
け
ず

愛
知
県
　
安
井
俊
夫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

コ
ロ
ナ
菌
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
生
き
延

び
る�

静
岡
県
　
信
澤
兼
雄

郵
便
受
け
今
日
も
チ
ラ
シ
に
乗
っ
取

ら
れ�

茨
城
県
　
小
林
道
利

コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
る
人
生
残
り
火
に

両
手
か
ざ
す
か
老
い
の
足
踏
み

山
形
県
　
齋
藤
國
治

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

置
か
れ
あ
る
手
袋
伴
に
さ
れ
る
日
や

山
形
県
　
上
野
直
樹

い
い
こ
と
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
遠
い
耳

福
井
県
　
羽
生
悦
郎

財
布
消
え
気
づ
い
て
か
ら
が
悩
む
時

茨
城
県
　
櫻
井
康
雄

ド
カ
ド
カ
と
肩
い
か
ら
せ
て
冬
が
来
る

愛
知
県
　
竹
内
明
弘

足
腰
の
丈
夫
な
う
ち
に
障
子
貼
る

岐
阜
県
　
石
田
喜
造

北
陸
の
空
鼠
色
冬
め
き
ぬ

石
川
県
　
福
島
宏
明

傘
寿
な
る
生
き
方
探
す
冬
夕
焼

茨
城
県
　
金
子
弘
毅

心豊かに心豊かに

　
小
学
四
年
生
の
時
の

こ
と
。
四
里
の
遠
い
田

舎
道
を
往

復
し
て
、

母
の
風
邪

薬
を
医
者

か
ら
持
ち
帰
る
手
伝
い

を
し
た
。

　
大
声
で「
た
だ
今
！
」

と
言
っ
た
と
た
ん
、
玄

関
で
つ
ま
ず
い
て
転

び
、
飲
み
薬
の
瓶
を
割
っ

て
し
ま
っ
た
。
無
念
だ
っ

た
。

　
そ
の
時
、
母
が
や
さ
し

く
諭
し
、
授
け
て
く
れ
た

言
葉
が
「
百
里
の
道
を
行

く
に
九
十
九
里
を
も
っ
て

半
ば
と
す
」の
ひ
と
こ
と
。

そ
の
後
の
長
い
人
生
の
中

で
、
折
り
に
ふ
れ
頭
を

も
た
げ
自
分
へ
の
戒
め

と
励
ま
し
に
な
っ
て
き

た
。

　
今
、
八

十
路
を
歩

み
始
め

て
、
な
お

「
半
ば
を
行
く
」
と
の

気
概
で
あ
り
た
い
と
も

思
っ
て
い
る
。

　
九
十
九
里
は
、
ま
だ

先
の
こ
と
で
も
あ
る
。

「
百
里
の
道
を
行
く
者
は
、…
」

島
根
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
有
馬
毅
一
郎

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
鳥
取
県
は
東
西
に
細
長
い
県
で
あ
る
。
日
本
海
に
突
き
出
た
弓
ヶ
浜
半
島
を
し
っ
ぽ
に
見
た
て
た
右
向
き

の
犬
の
形
を
し
て
い
る
。
日
野
支
部
は
後
足
の
部
分
、
八
頭
支
部
は
頭
の
部
分
に
位
置
す
る
。
両
支
部
共
、

学
校
支
援
等
の
地
域
貢
献
活
動
が
主
な
取
組
で
あ
る
。

鳥
取
県
退
職
公
務
員
連
盟
日
野
支
部
女
性
部
長
　
鳥
居
　
敏
子

八
頭
支
部
女
性
部
長
　
三
好
美
恵
子

いきいき退公連

鳥取県連の巻

字
碑
は
寛
政
８
年
（
１
７
９
６

年
）
双
体
像
は
寛
政
１２
年
徳
川

十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
時
代

に
造
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
祖
神
に
は
、
様
々
な
言
い

　
長
野
県
と
り
わ
け
南
安
支
部

が
位
置
す
る
安
曇
野
市
に
は
８００

体
も
の
「
道
祖
神
」
と
呼
ば
れ

る
双
体
像
と
文
字
碑
の
石
仏
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。「
道
祖
神
」

は
外
か
ら
入
っ
て
来
る
疫
病
や

悪
霊
を
村
境
や
辻
な
ど
で
防
ぎ

五
穀
豊
穣
、
夫
婦
和
合
、
子
供

を
守
る
神
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
の
住
む
安
曇
野
市
堀
金

に
も
７０
以
上
の
道
祖
神
が
祀
ら

れ
て
お
り
最
も
古
い
も
の
で
文

伝
え
が
あ
り
ま
す
。
岩
原
新
屋

に
文
政
九
年
（
１
８
２
６
年
）

に
造
立
さ
れ
た
双
体
道
祖
神
は

数
奇
な
運
命
を
辿
り
ま
し
た
。

文
政
１２
年
こ
ろ
こ
の
村
で
争
い

事
が
起
こ
り
ま
し
た
が
う
ま
く

纏
ま
ら
ず
、
こ
れ
は
道
祖
神
に

力
が
無
い
か
ら
だ
と
怒
っ
た
村

人
に
顔
を
欠
か
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
こ
の
顔
の
欠
け
た
道

祖
神
は
文
久
２
年
（
１
８
６
２

年
）
に
新
し
く
造
立
さ
れ
た
二

代
目
道
祖
神
の
台
石
と
し
て
石

積
み
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
時
は
た
ち
昭
和
４０
年
こ
ろ
に

道
路
が
拡
張
さ
れ
こ
の
道
祖
神

を
移
転
す
る
た
め
台
石
を
解
体

し
た
こ
と
で
こ
の
「
顔
欠
け
道

祖
神
」が
発
見
さ
れ
た
の
で
す
。

　
学
校
支
援
活
動

（
日
野
支
部
）

　〝
小
学
校
音
楽
会
で
共

に
歌
お
う
〟
と
、
日
野
支

部
で
は
数
年
前
か
ら
、
現

職
の
先
生
方
と
一
緒
に
合

唱
で
出
演
し
、
音
楽
会
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。

　
学
校
統
合
に
よ
り
、
出

場
校
四
校
と
さ
み
し
く
な

っ
た
「
日
野
郡
小
学
校
音

楽
会
」、
子
ど
も
達
の
活

動
を
応
援
し
、
学
校
行
事

を
支
援
す
る
と
共
に
、
声

を
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
の

楽
し
さ
に
元
気
を
も
ら
っ

て
い
る
。
ま
た
、
会
員
相

互
の
交
流
の
場
と
も
な
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
と
な
っ
た
こ
の
活
動
、

今
年
こ
そ
は
と
願
っ
て
い

る
。

　
学
童
保
育
支
援
活
動

（
八
頭
支
部
）

　
八
頭
地
区
退
公
連
は
、

研
修
旅
行
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
夏
期
休
業
中
の

学
童
保
育
支
援
を
主
な
活

動
と
し
て
い
る
。
な
か
で

も
学
童
保
育
は
、
歌
や
ゲ

ー
ム
、
大
判
の
絵
画
制
作

な
ど
に
取
り
組
み
、
児
童

や
先
生
方
に
も
好
評
で
あ

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下も

と

で

（
八
頭
支
部
）

地
域
貢
献
の
一
つ
と
し
て
の
学
校
支
援
と

地
域
貢
献
の
一
つ
と
し
て
の
学
校
支
援
と

会
員
相
互
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

会
員
相
互
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
道
祖
神
」
に
想
う

長
野
県
退
職
公
務
員
連
盟
南
安
支
部
副
支
部
長
　
米
倉
　
清
治

　
罹
患
数
が
少
な
か
っ
た

と
は
い
え
鳥
取
県
も
コ
ロ

ナ
が
蔓
延
し
、
学
童
保
育

支
援
は
一
時
休
止
し
て
い

る
。
代
替
活
動
と
し
て
、

タ
オ
ル
や
バ
ス
タ
オ
ル
の

寄
付
を
募
っ
て
、
老
健
施

設
等
へ
お
届
け
し
た
。
令

和
２
年
度
は
女
性
会
員
へ

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
驚

く
程
沢
山
の
物
品
が
寄
せ

ら
れ
た
。
八
頭
郡
の
旧
五

か
町
に
各
一
施
設
ず
つ
お

届
け
で
き
た
。
令
和
３
年

度
は
、
多
く
の
女
性
会
員

か
ら
「
も
う
無
い
よ
」
の

声
が
聞
か
れ
た
の
で
、
全

会
員
に
寄
付
の
お
願
い
を

し
た
。
男
性
会
員
か
ら
も

タ
オ
ル
な
ど
沢
山
頂
き
、

旧
八
頭
郡
の
残
り
三
か
町

村
に
お
届
け
で
き
た
。
町

村
の
各
一
施
設
ず
つ
で
あ

っ
た
が
、
と
て
も
喜
ん
で

頂
き
嬉
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
な
っ
た
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
、
会
員
相

互
の
交
流
や
親
睦
が
図
れ

た
こ
と
も
喜
び
で
あ
っ

た
。

を
計
画
の
間
に
挟
み
ま
し

た
。

　
本
年
も
そ
の
姿
勢
を
踏

襲
し
て
編
集
に
当
た
り
ま

す
。
記
事
を
読
ま
れ
て
、

目
指
す
価
値
を
お
考
え
い

た
だ
く
と
有
り
難
く
存
じ

ま
す
。

し
か
し
新
し
い
台
石
に
適
し
な

か
っ
た
た
め
に
そ
の
ま
ま
空
地

に
放
置
し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
話
を
伝
え
聞
い
た

研
究
者
に
よ
っ
て
道
祖
神
が
発

見
さ
れ
豊
科
郷
土
資
料
館
に
移

設
さ
れ
た
の
で
す
。
顔
を
欠
か

れ
て
１６０
年
ぶ
り
の
今
年
９
月
地

元
の
人
達
で
な
る
「
岩
原
の
自

然
と
文
化
を
守
り
育
て
る
会
」

に
よ
っ
て
二
代
目
道
祖
神
の
隣

に「
顔
欠
け
道
祖
神
」か
ら「
願

掛
け
道
祖
神
」
と
名
を
変
え
蘇

ら
せ
た
の
で
す
。

　
こ
の
会
の
代
表
者
は
当
支
部

の
会
員
百
瀨
新
治
氏
で
す
。
氏

は
地
域
の
歴
史
研
究
家
で
毎
月

２
回
地
域
の
成
り
立
ち
や
歴
史

を
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
世

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
日

公
連
の
事
業
も
計
画
通
り

進
ま
ず
、
２
年
続
け
て
小

紙
の
編
集
も
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
聞
に
は
会
員
の
皆
様

に
多
少
マ
ク
ロ
の
視
点
を

お
示
し
し
て
、
相
互
に
学

び
を
深
め
る
役
割
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
わ
れ
ら
の

信
条
」
に
基
づ
い
て
、
退

公
連
の
中
に
「
ど
ん
な
価

値
を
つ
く
り
出
す
か
」
と

い
う
視
点
で
読
ん
で
貰
い

た
い
と
考
え
、
そ
の
記
事

代
を
担
う
人
達
に
地
域
の
歴
史

や
伝
統
を
伝
承
す
る
こ
と
は
私

達
の
大
切
な
任
務
だ
と
つ
く
づ

く
感
じ
ま
す
。
安
曇
野
に
お
越

し
の
際
は
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
に

佇
む
「
道
祖
神
」
を
是
非
訪
ね

て
み
て
下
さ
い
。
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